
事 業 名 おおみや☆ファミリープロジェクト Vol.2 

団 体 名 青少年育成常陸大宮市民会議大宮支部（常陸大宮市） 

連携・ 

協働団体 

大宮小学校、大宮西小学校、大宮中学校、西塩子回り舞台保存会、 

青少年育成常陸大宮市民会議大場支部・世喜支部、茨城大学人文学部 

事業のねらい 

現代の家庭・家族の在り方、家庭の教育力を再確認し、親力向上のための学びの場

を提供する。また、親子で共に学び合うことで、親自身が学ぶ姿を子どもたちが感じ

取れるようにすると共に、親子がお互いに認め合い、家族の絆を確かめ合えるよう

にする。 

活動の内容 

１ マジカル・ヒストリー・ツアー ～ふるさとは不思議がいっぱい～ 

期 日 平成 25年 10月 12日（土） 

場 所 常陸大宮市、常陸大宮市西塩子の回り舞台会場 

参加者 大宮小、大宮西小学校区の小学生及び保護者 78名 

内 容 常陸大宮市内に残る民話や伝説ゆかりの地を親子で訪ね、その場所で

語りを聞き、郷土の伝統や文化について理解を深める。 
西塩子回り舞台の設営のバックヤードツアーに参加し、日本に現存す

る最古の回り舞台についてその歴史的価値等を親子で学ぶ。 

大宮小、大宮西小の児童代表と推進委員が運営するプロジェクト委員

会が企画した。 

 

２ おおみやファミリー❤サロン 

日 時 平成 26年 2月 15日（土） 

場 所 常陸大宮市総合保健センター「かがやき」 

参加者 大宮小、大宮西小学校区の小学生及び保護者、推進委員 45名 
内 容 大宮地域の小中学校の保護者対象に、子育てや、子どもたちの学校生

活、家庭生活に関わる悩みや心配ごとを語り合い、その課題等を共有す
ることで、親としてあるべき姿や価値観、規範意識等を確認し合う場を
提供する。 
NPO法人なかなかワーク「Maple」蔀 美奈子氏を講師に迎え、ネット社会

での子どもたちの実態や最新のゲーム機等の状況などを学んだ。 

効果及び 

自己評価 

・子どもたちと地域の大人や保護者が共に活動したり、学習したりする中で、お

互いに学び合い、お互いの考えや思いを認め合うことができた。 

・子どもたちが地域の育成者と共に企画運営に関わることで、地域と学校との連

携が密になり、子どもたちや保護者が事業の趣旨をよく理解することができ、主

体的、能動的に事業に関わることができた。 

・自分たちの住む町を、今までとは違った視点から捉えることで、親子共に、故

郷に息づく伝統や独自の文化の価値に気づき、郷土に対して理解を深めることが

できた。また、西塩子回り舞台保存会、茨城大学人文学部との連携により、充実

した内容の体験活動ができた。地域やそこに関わる人と人との繋がりが、子ども

たちにより豊かで質の高い学習環境を提供できるということを痛感した。 

問合わせ先 

〒319-2265 常陸大宮市中富町 3134 

青少年育成常陸大宮市民会議大宮支部 支部長 駒田 強 

TEL  0295-52-2709 

活動の様子 

  

 


